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踊り咲く ! 大輪の花
　富士山樹空の森で、第 10 回よさこい御殿場が開催されま

した。色鮮やかな衣装を身にまとった踊り子たちによる力

強い舞いが繰り広げられ、会場は熱気に包まれました。（10

月８日撮影）
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観
光
ハ
ブ
都
市
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す

　

富
士
山
や
豊
か
な
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
御
殿
場
市
。
当
市

の
観
光
交
流
人
口
は
、
現
在
年

間
約
１
、３
０
０
万
人
で
、
県

内
で
は
、
静
岡
、
浜
松
に
次
ぐ

規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
内
訳
を
み
て

み
る
と
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
約

１
、０
０
０
万
人
、
時
之
栖
が

約
１
７
０
万
人
と
大
型
施
設
に

集
中
し
て
お
り
、
宿
泊
客
数
も

年
間
60
万
人
弱
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
富
士
五
湖
と

箱
根
と
い
う
有
名
観
光
エ
リ
ア

に
向
か
う
た
め
の
単
な
る
通
過

点
と
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も

あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
富
士
山
静
岡
空
港
の

開
港
、
中
国
人
観
光
客
の
訪
日

ビ
ザ
取
得
要
件
の
緩
和
、
羽
田

空
港
の
再
拡
張
・
国
際
化
等
に

よ
り
、
箱
根
や
富
士
五
湖
を
周

遊
す
る
過
程
で
当
市
に
立
ち
寄

る
外
国
人
観
光
客
が
顕
著
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

滞
留
型
観
光
へ
の
転
換

　

観
光
を
取
り
巻
く
今
後
の
動

き
と
し
て
は
、
富
士
山
世
界
文

化
遺
産
登
録
（
平
成
25
年
７
月

予
定
）
を
は
じ
め
、
新
東
名
高

速
道
路
や
東
駿
河
湾
環
状
道
路

な
ど
、
骨
格
道
路
網
の
整
備
等

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
観
光
交
流

人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
観
光
ハ
ブ
都
市
の
姿

　

当
市
は
富
士
箱
根
伊
豆
観
光

交
流
圏
（
Ｓ
Ｋ
Ｙ
圏
）
の
中
間

に
位
置
し
ま
す
。
ま
た
、
東
名
・

国
道
１
３
８
号
・
国
道
２
４
６

号
な
ど
南
北
と
東
西
の
基
幹
道

路
が
交
差
す
る
交
通
の
要
所
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
強
み

を
生
か
し
、
当
市
を
訪
れ
た
観

光
客
が
周
辺
観
光
に
赴
く
際
の

出
発
地
・
中
継
地
・
ゴ
ー
ル
地

の
い
ず
れ
か
と
し
て
、
必
ず
当

市
に
立
ち
寄
り
滞
留
し
て
い
た

だ
く
都
市(

観
光
ハ
ブ
都
市
）

を
目
指
し
ま
す
。

　御殿場市では、富士山樹空の森オープンを契機に、

富士箱根伊豆地域における観光拠点都市及び市内での

滞留型観光振興を実現するため、観光ハブ都市づくり

を推進する構想を策定しました。ここでは、その構想

の概要をお知らせします。

　企画課☎（82）4421　商工観光課☎（82）4622

観光ハブ都市づくり推進構想のイメージ図

恵
ま
れ
た
条
件
を
生
か
し
、
滞
留
を
促
進

2

《
取
組
の
方
向
性
》

【
市
内
】
富
士
山
樹
空
の
森
を

観
光
拠
点
と
し
、
周
辺
を
「
御

殿
場
リ
ゾ
ー
ト
富
士
の
郷
」
と

位
置
付
け
、
既
存
の
観
光
資
源

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
よ

り
、
観
光
客
の
回
遊
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
富
士
山
を
は
じ

め
と
し
た
恵
ま
れ
た
自
然
や
各

種
産
業
な
ど
、
潜
在
的
に
あ
る

観
光
資
源
を
十
分
に
生
か
し
連

携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
、
中

心
市
街
地
や
市
内
各
地
区
へ
の

滞
留
化
を
推
進
し
ま
す
。

【
広
域
】
富
士
箱
根
伊
豆
観
光

交
流
圏
に
あ
っ
て
は
、
他
市
町

村
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化

し
、
圏
域
内
へ
の
誘
客
及
び
観

光
交
流
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
市
全
域
の
観
光

振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を

目
指
し
ま
す
。

《
実
現
の
た
め
の
方
法
》

①
民
間
の
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
ま
す
。

②
市
民
目
線
に
よ
る
魅
力
あ
る

御
殿
場
を
創
出
す
る
た
め
、
民

間
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
戦
略

的
に
観
光
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

《
基
本
方
針
》　

市
民
の
郷
土
愛
と
誇
り
を
育
み

「
御
殿
場
ら
し
さ
の
魅
力
づ
く

り
」
を
推
進
し
ま
す
。

《
基
本
目
標
》

１
滞
留
型
観
光
へ
の
転
換

【
政
策
①
】「
御み

く
り
や厨

そ
ば
」「
御

殿
場
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
手
づ
く

り
ハ
ム
」「
水
か
け
菜
」「
わ
さ

び
」
な
ど
、
食
を
は
じ
め
と
す

る
地
場
産
品
・
既
存
ブ
ラ
ン
ド

商
品
の
育
成
と
、
御
殿
場
ら
し

い
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
開

発
し
ま
す
。

【
政
策
②
】
分
野
ご
と
に
新
た

な
体
験
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
（
自

然
体
験
、
産
業
観
光
、
農
業
体

験
、
ス
ポ
ー
ツ
、
歴
史
・
文
化
・

祭
り
、
福
祉
・
健
康
な
ど
）
を

創
出
し
、
御
殿
場
の
魅
力
を
向

上
さ
せ
ま
す
。

【
政
策
③
】
地
元
食
材
の
料
理
、

く
つ
ろ
ぎ
、
周
辺
の
観
光
情
報

の
効
果
的
な
提
供
な
ど
、
お
も

て
な
し
の
宿
や
休
憩
所
の
あ
り

方
を
検
討
し
ま
す
。

【
政
策
④
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

各
種
媒
体
を
活
用
し
、
誘
客
に

結
び
つ
く
戦
略
的
な
情
報
発
信

を
行
い
ま
す
。

【
政
策
⑤
】
観
光
資
源
を
つ
な

ぐ
道
路
網
を
構
築
す
る
と
共

に
、
観
光
情
報
の
発
信
拠
点
と

な
る
施
設
を
検
討
し
ま
す
。

２
広
域
連
携
の
強
化

【
政
策
】（
仮
称
）
Ｓ
Ｋ
Ｙ
圏
観

光
連
携
協
定
に
基
づ
く
市
町
村

の
相
互
協
力
に
よ
る
観
光
交
流

の
活
発
化
と
、
外
国
人
観
光
客

の
誘
客
促
進
の
た
め
の
観
光
情
報

の
多
言
語
表
記
を
推
進
し
ま
す
。

《
推
進
体
制
》

　

滞
留
観
光
に
寄
与
す
る
各
種

テ
ー
マ
ご
と
に
、
関
係
す
る
市

民
・
団
体
・
事
業
者
等
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

観
光
商
品
等
の
企
画
立
案
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
個
々
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
包
括
す
る

連
絡
調
整
会
議
を
置
き
、
分
野

を
越
え
た
観
光
商
品
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
検
討
し
ま
す
。

《
目
標
年
次
》

　

目
標
年
次
は
平
成
27
年
度
で

す
。
市
民
み
ん
な
の
力
で
観
光

ハ
ブ
都
市
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

「
御
殿
場
ら
し
さ
の
魅
力
づ
く
り
」
を
推
進

▲御殿場ならではの味「御厨そば」

観光ハブ都市づくり
キックオフイベント
　10 月１日（土）、ふじざくらにおいて、観光ハブ

都市づくり開始を宣言する「キックオフイベン

ト」が開催されました。事業者や市民と共に、

観光のありかたを模索しました。

【講　話】　　　　　　若林市長　

滞留型観光の実現のためには、古

くから親しまれている御厨そばな

どの食文化、地域性を活かしたわ

らじ祭の復活など、御殿場ならではの観光の目

玉を作り上げることが大切。大事なのは郷土愛

であり、市民・事業者の熱意とパワーが不可欠です。

【パネルディスカッション】
JTBグループ㈱ツーリズムマーケティング研究所
中根　裕さん　
地域ぐるみで観光に取り組むこと

が、様々な課題解決の糸口となる。

御殿場プレミアムアウトレット
戸田　義嗣さん

御殿場は、国内屈指の立地条件。

地元情報を求める来場者も増加中。

キリンディスティラリー㈱富士御殿場蒸留所
中川　一樹さん
産業観光が近年人気を呼んでいる。

市町村の枠を超えた広域連携も重要。

㈳御殿場青年会議所
勝又　淳さん

外に対して御殿場を知ってほしい

という思いを表わすことが肝心。

静岡県観光局長
加藤　博昭さん
自分磨きの旅が増えている。何で

も観光の種になるという発想が必要。

コーディネーター
関谷　葉子さん

▲観光ハブ都市づくりスタートを宣言する参加者



2011. 11. 72011. 11.7 4

　

歳　

入

○
市
税

　

歳
入
全
体
の
41
・
１
％
を
占
め
る
最
も
大
き
な
財

源
で
、
前
年
度
と
比
べ
５
億
１
千
万
円
余
り
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
主
に
景
気
低
迷
に
よ
り
、
個
人
市
民
税

が
大
幅
に
減
収
し
た
た
め
で
す
。

○
繰
入
金

　

財
産
区
繰
入
金
や
基
金
繰
入
金
な
ど
の
増
加
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
べ
22
億
２
千
２
百
万
円
余
り
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

○
繰
越
金

　

平
成
21
年
度
の
決
算
黒
字
額
の
減
少
に
よ
り
、
前

年
度
と
比
べ
６
億
４
千
万
円
余
り
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

○
財
産
収
入
（
そ
の
他
自
主
財
源
）

　

㈶
御
殿
場
市
振
興
公
社
残
余
財
産
精
算
収
入
や
廃

道
敷
土
地
売
払
収
入
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度

と
比
べ
１
億
１
百
万
円
余
り
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

○
国
庫
支
出
金

　

定
額
給
付
金
給
付
事
業
補
助
金
が
減
少
し
ま
し
た

が
、
子
ど
も
手
当
負
担
金
、
東
富
士
演
習
場
周
辺
民

生
安
定
施
設
整
備
事
業
補
助
金
（
防
衛
８
条
）
な
ど

の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
２
億
４
千
７
百
万

円
余
り
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

○
地
方
交
付
税
（
そ
の
他
依
存
財
源
）

　

市
税
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ
り
財
源
不
足
額
が
生

じ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
か
ら
普
通
交
付
税
が
交
付
さ

れ
た
た
め
、
前
年
度
と
比
べ
２
億
９
千
２
百
万
円
余

り
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度　

決
算
報
告　

そ
の
①

一
般
会
計
決
算

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
が
市
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
将
来
都
市
像
と
し
て
掲
げ
る
「
緑
き
ら
き
ら
、
人
い
き
い
き
、
御
殿
場
」
の
実
現
に
向
け
て
、
住
民

福
祉
の
充
実
な
ど
に
努
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
を
元
に
、
市
の
財

政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
た
か
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

その他には、議会費・
農林水産業費・商工
費・災害復旧費が含
まれます。

その他自主財源には、
分担金及び負担金・使
用料及び手数料・財産
収入・寄附金が含まれ
ます。

その他依存財源には、
国や県から割り当てら
れる収入（地方譲与税・
地方交付税など）が含
まれます。

　　　市税
151 億 7,170 万円
　　 （41.1％）

　　 繰入金
53 億 1,388 万円
　   （14.4％）

　   民生費
86 億 782 万円
　 （24.2％）

　   総務費
68 億 11 万円
　 （19.2％）

　     教育費
49 億 5,319 万円
　   （14.0％）

　     土木費
45 億 7,492 万円
　   （12.9％）

　     衛生費
33 億 8,814 万円
　   （9.5％）

　     公債費
30 億 636 万円
　   （8.5％）

　     消防費
14 億 8,806 万円
　    （4.2％）

　     労働費
10 億 9,189 万円
　    （3.1％）

　     その他
15 億 8,240 万円
　    （4.4％）

 自主
 財源
67.9％

 依存
 財源
32.1％

　　諸収入
18 億 326 万円
　   （4.9％）

　　 繰越金
12 億 8,574 万円
　　（3.5％）

 その他自主財源
14 億 5,815 万円
　    （4.0％）

　 国庫支出金
52 億 8,392 万円
　   （14.3％）

　　  市債
25 億 9,400 万円
　　（7.0％）

　　県支出金
15 億 2,341 万円
　　 （4.1％）

その他依存財源
24 億 4,628 万円
　　（6.7％）

※1

※1

※3

※3

※2

※2

   歳入総額
368 億 8,034 万円

   歳出総額
354 億 9,289 万円

財
政
課
☎
（
82
）
４
３
２
２

平成 22年度　決算報告
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歳　

出

○
民
生
費

　

子
ど
も
手
当
制
度
の
創
設
、
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等

特
別
対
策
事
業
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

12
億
５
千
７
百
万
円
余
り
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

○
総
務
費

　

定
額
給
付
金
給
付
事
業
、
法
人
市
民
税
過
年
度

分
還
付
金
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

５
億
６
千
万
円
余
り
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

○
教
育
費

　

小
・
中
学
校
校
舎
等
耐
震
整
備
事
業
、
南
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
費
一
時
金
償
還
金
な
ど
の
増
加
に

よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
11
億
４
千
４
百
万
円
余
り
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

○
衛
生
費

　

広
域
行
政
組
合
塵
芥
処
理
費
負
担
金
、
集
団
検
診

車
更
新
事
業
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

４
億
６
千
３
百
万
円
余
り
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

○
災
害
復
旧
費
（
そ
の
他
）

　

台
風
９
号
に
よ
る
道
路
河
川
や
農
地
・
農
業
用
施

設
の
災
害
復
旧
事
業
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

べ
１
億
１
千
８
百
万
円
余
り
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

特　

別　

会　

計

　

９
つ
あ
る
特
別
会
計
は
、
介
護
保
険
事
業
会
計
や

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

会
計
な
ど
の
事
業
費
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

べ
歳
出
ベ
ー
ス
で
総
額
１
億
円
余
り
、
０
・
９
％
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　　　　   平成 22 年度に実施した主な事業
区　分 事　　業　　名 事　業　費
総務費 交流センター富士山ゾーン整備事業 18 億 9,293 万円

民生費

障害者 ( 児 ) 医療費助成事業   1 億 1,537 万円
介護基盤緊急整備等特別対策事業   1 億 4,425 万円
子ども医療費助成事業   3 億 6,563 万円
子ども手当支給事業 14 億 7,733 万円

衛生費 感染症予防事業   1 億 7,978 万円

商工費
緊急経済対策住宅建設等助成事業   1 億円
産業立地促進奨励金事業   1 億 1,622 万円

土木費 中心市街地整備事業   1 億 8,965 万円

教育費
高根中学校校舎改築事業   8 億　700 万円
南学校給食センター建設事業   3 億 3,323 万円

　　　　　　　　　特　別　会　計
会　計　名 歳　入 歳　出

国 民 健 康 保 険 事 業  75 億 7,832 万円 70 億    651 万円
老 人 保 健 事 業 　  　  1,971 万円 　　   1,971 万円
簡 易 水 道 事 業 　  　  7,271 万円 　　   6,947 万円
観 光 施 設 事 業   　　  2,022 万円 　　   1,763 万円
救急医療センター事業     4 億 8,503 万円    4 億 5,193 万円
公 共 下 水 道 事 業   20 億　299 万円  19 億 5,219 万円
介 護 保 険 事 業   39 億 8,705 万円  38 億 9,068 万円
農 業 集 落 排 水 事 業 　  　  4,136 万円 　　　3,886 万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業     6 億 6,752 万円     6 億 6,482 万円

合　計 148 億 7,491 万円 141 億 1,180 万円
※公共下水道事業の詳細は、7 ページをご覧ください。

　　　　　　　　　企　業　会　計
区　　分 上水道事業 工業用水道事業

収 益 的 収 入 14 億 9,708 万円 6,336 万円
収 益 的 支 出 12 億 4,832 万円 4,558 万円
資 本 的 収 入 　　  1,024 万円 －
資 本 的 支 出   9 億 4,411 万円 1,855 万円

※上水道事業の詳細は、6 ページをご覧ください。

0 円 2 万円 4万円 6万円 8万円 10 万円

その他

労働費

消防費

公債費

衛生費

土木費

教育費

総務費

民生費

市民一人あたりに使われたお金

地方債残高の推移

95,810 円
75,689 円

55,132 円
50,921 円

37,712 円
33,462 円

16,563 円
12,153 円

17,613 円

※その他には、
議会費・農林水
産業費・商工費・
災害復旧費が含
まれます。

※人口は、平成 23 年 3 月 31 日現在の住民基本台帳の登録
人口に、外国人登録人口を加えた 89,843 人で算出しました。

0

50 億

100 億

150 億

200 億

250 億

300 億

350 億

400 億

平成 22年度平成 21 年度平成 20 年度平成 19 年度平成 18 年度

一
般
会
計
残
高

特
別
会
計
残
高

393 億 1,337 万円

市民一人あたり地方債残高　43 万 7,579 円
（一般会計と特別会計を合わせた残高）

平成 22年度　決算報告
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平成 22 年度上水道事業会計決算の内訳（消費税込み）平成 22 年度公共下水道事業特別会計決算の内訳

整備面積や接続人口などの推移

経営方針と御殿場第一中継ポンプ場の建設について
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平
成
22
年
度　

決
算
報
告　

そ
の
②

上
水
道
事
業
会
計
決
算

平
成
22
年
度　

決
算
報
告　

そ
の
③

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

　

市
が
行
っ
て
い
る
上
水

道
事
業
は
、
民
間
の
企
業

と
同
じ
よ
う
に
独
立
採
算

制
に
よ
っ
て
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
22
年

度
の
上
水
道
事
業
会
計
の

決
算
が
、
市
議
会
９
月
定

例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

水
道
業
務
課

☎
（
82
）
４
６
２
６

　

市
の
公
共
下
水
道
事
業

は
、
昭
和
63
年
に
着
手
し

て
か
ら
23
年
が
経
過
し
、

よ
う
や
く
御
殿
場
処
理
区

全
体
の
約
60
％
の
整
備
が

終
わ
り
ま
し
た
。
新
た
に

国
道
１
３
８
号
よ
り
北
側

市
街
化
区
域
の
管か
ん

渠き
ょ

と
ポ

ン
プ
場
整
備
工
事
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
交
通
関
係

等
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
22
年

度
の
決
算
及
び
整
備
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
水
道
課☎（

82
）
４
２
２
３

給水人口や総配水量などの推移

区分 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度
給 水 人 口 （人） 85,911 85,680 85,526
給 水 戸 数 （戸） 34,676 34,184 34,437
総 配 水 量 （㎥） 12,621,451 12,449,553 12,499,972
総有収水量 （㎥） 10,466,011 10,294,065 10,378,729
有 収 率 （％） 82.9 82.7 83.0
給 水 原 価 （円／㎥） 108.1 112.2 111.1
供 給 単 価 （円／㎥） 130.7 129.5 126.9

経
営
方
針

　

事
業
の
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
区
域
内
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
下
水
道
へ

の
接
続
率
が
上
が
る
よ
う
に
、

経
営
の
安
定
化
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

御
殿
場  　
　
　
　
　
　
　

　
　

  

第
一
中
継
ポ
ン
プ
場

　

御
殿
場
処
理
区
の
内
、
国
道

１
３
８
号
北
側
区
域
の
地
形
勾

配
は
、
東
北
東
に
下
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
区
域
の
汚
水
を
ま

と
め
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
圧
送

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
中
継

ポ
ン
プ
場
を
御
殿
場
区
に
新
た

に
建
設
し
て
い
ま
す
。

※有収率は、総配水量に対する総有収水量（実際に使用した水量）の割合で、比率は高いほど良い。

※人口は、各年度の３月 31 日現在の数値で算出しました。

収入不足額
（補てん財源）
9 億 3,387 万円

9億 4,411 万円
支出

損益勘定留保資金等
6億 4,159 万円

建設改良費
8億 681 万円

企業債償還金
1億 3,730 万円

利益剰余金
（積立金）
2億 9,228 万円

収入
1,024 万円

12 億 4,832 万円
支出

収入
14億 9,708 万円

減価償却費
5億 134 万円

水道料金
13 億 8,323 万円

水道利用加入金
3,694 万円

修繕・動力費
2億 2,872 万円

人件費
1億 6,237 万円

企業債利息
6,977 万円

委託料
7,640 万円

その他
２億 972 万円

その他
7,691 万円

[ 事業の管理・運営に関する収入支出 ] [ 施設の建設・改良などに関する収入支出 ]

※損益勘定留保資金とは、収益的支出で現金支出を
　伴わない費用（減価償却費等）です。

平成２１年度
整 備 済 面 積 533.3ha
接 続 可 能 人 口 26,454 人
接 続 人 口 23,279 人
接 続 率 88.0％
有 収 水 量 2,168 千㎥
使 用 量 収 入 2億 8,560 万円
汚水処理コスト 467 円／㎥

平成２２年度
整 備 済 面 積 545.4ha
接 続 可 能 人 口 26,778 人
接 続 人 口 24,112 人
接 続 率 90.0％
有 収 水 量 2,286 千㎥
使 用 量 収 入 3億 162 万円
汚水処理コスト 456 円／㎥

※汚水処理コスト＝｛維持管理費＋市債償還費｝÷有収水量（使用料対象水量）
※人口は、各年度の３月 31日現在の数値で算出しました。

建設事業費
8億 5,489 万円

公債費
7億 8,972 万円

浄化センター管理費
2億 2,734 万円

総務管理費
5,395 万円

管渠維持管理費
2,629 万円

歳出総額
19億 5,219 万円

一般会計
繰入金
7億 9,924 万円

市債
5億 1,170 万円

国庫補助金
3億 335 万円

下水道使用料
3億 162 万円

受益者負担金
667 万円

その他 5,741 万円

御殿場財産区繰入金
2,300 万円

歳入総額
20億 299 万円

平
成
22
年
度
の
業
務
状
況

　

平
成
22
年
度
は
、
老
朽
化

の
度
合
い
に
応
じ
た
設
備
の
更

新
、
改
良
等
を
行
う
な
ど
、
施

設
の
機
能
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

給
水
戸
数
及
び
総
有
収
水
量

が
増
加
し
、
経
営
成
績
や
財
政

状
況
は
、
経
営
の
健
全
性
、
安

定
性
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
事
業
の
効
率
化

に
努
め
る
と
と
も
に
、
水
道
料

金
に
つ
い
て
は
平
成
15
年
度
か

ら
の
５
％
割
引
に
更
に
３
％
を

加
え
、
平
成
22
年
1
月
検
針
分

か
ら
８
％
割
引
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

建
設
改
良
事
業
の
概
要

　

管
路
整
備
は
、
市
内
全
域
に

わ
た
り
、
配
水
管
布
設
及
び
布

設
工
事
を
延
長
１
、８
７
７
・
４

㍍
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
夏
刈
配
水
場
の
築

造
、
中
央
監
視
設
備
の
全
面
更

新
、
配
電
盤
の
更
新
業
務
等
を

実
施
し
ま
し
た
。

▲平成 24 年３月完成予定の「御殿場第一中継ポンプ場」

平成 22年度　決算報告 平成 22年度　決算報告

※
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３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
は
、
死
者
・
行
方
不

明
者
合
わ
せ
て
約
２
万
人
の
未み

曾ぞ

有う

の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
震
災
が
も
た
ら
し
た
教

訓
を
市
民
一
人
ひ
と
り
の
東
海

地
震
対
策
へ
つ
な
げ
る
た
め
、

防
災
活
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自

助
」
と
、
地
域
や
身
近
に
い
る

人
同
士
が
助
け
合
う
「
共
助
」

の
取
り
組
み
を
総
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

 

災
害
被
害
を
少
な
く
す
る

　
　
「
自
助
」
と
「
共
助
」

　

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
に
や
っ

て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

地
震
な
ど
の
自
然
現
象
は
、

防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

災
害
に
よ
る
被
害
は
、
日
頃
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
減
ら
す
こ

と
が
可
能
で
す
。

　
「
自
助
」
と
「
共
助
」
が
、

災
害
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す

る
た
め
の
非
常
に
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
身
の
ま

わ
り
の
人
を
助
け
る
に
は
、
ま

ず
自
分
自
身
が
無
事
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。「
自
助
」あ
っ

て
の
「
共
助
」
で
す
。

　

災
害
が
起
き
て
か
ら
で
は
間

に
合
い
ま
せ
ん
。普
段
か
ら「
自

分
で
で
き
る
こ
と
」、「
家
族
で

で
き
る
こ
と
」、「
ご
近
所
と
力

を
合
わ
せ
て
で
き
る
こ
と
」
な

ど
に
つ
い
て
考
え
、
い
つ
く
る

か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
や

　
　
　
　

避
難
に
備
え
て

　

想
定
さ
れ
る
東
海
地
震
な
ど

の
大
災
害
が
発
生
す
る
と
、水
・

電
気
・
ガ
ス
・
通
信
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
復
旧
ま
で
の

間
、
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
水
や
食
料
・
生
活
用
品
を

備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

自
宅
が
被
災
し
た
り
、
自
宅

周
辺
一
帯
が
危
険
と
判
断
さ
れ

た
場
合
は
、
安
全
な
場
所
に
避

難
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

急
い
で
自
宅
を
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

非
常
持
ち
出
し
品
は
前
も
っ
て

リ
ュ
ッ
ク
に
詰
め
る
な
ど
の
準

備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家庭内家具等転倒防止推進事業

　市では、家庭内の家具等を固定する費用の
補助を行っています。
対象世帯／市内に住所を有し、住民登録のあ
る世帯
実施内容／テレビ（主に使用しているもの）
１台と冷蔵庫１台は、必ず固定します。更に、
希望に応じてタンス等の家具３台までを固定
します。合計５台までが対象です。
申し込み・問い合わせ／危機管理室または市
役所各支所にある『家庭内家具等固定申請書』
に、必要事項を記入・押印して、直接、危機
管理室☎ (82)4370 または市
役所各支所へ
※借家・アパート等は、家屋
所有者等の承諾が必要です。

12
月
４
日
㈰
は
地
域
防
災
の
日

　
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う
‼

「
３
・
１
１
の
教
訓
　
～
防
災
活
動
の
原
点

『
自
助
・
共
助
』
に
立
ち
返
り
　
総
点
検
！
～
」

わ
が
家
の
地
震
対
策
は
お
済
み
で
す
か
？

◆
ス
テ
ッ
プ
１

　

ま
ず
は
、
住
ま
い
の
耐
震
性

能
を
知
る
た
め
に
、
市
が
派
遣

す
る
専
門
家
（
相
談
士
）
に
よ

る
無
料
の
耐
震
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

◆
ス
テ
ッ
プ
２

　

次
に
、
倒
壊
の
可
能
性
が
あ

る
と
診
断
さ
れ
補
強
工
事
を
希

望
す
る
場
合
は
、
耐
震
補
強
計

画
を
作
成
（
補
強
相
談
士
な
ど

に
依
頼
）
し
ま
す
。

補
助
金
額
／
補
助
対
象
経
費
の

３
分
の
２（
上
限
９
万
６
千
円
）

※
耐
震
補
強
工
事
に
は
必
ず
補

強
計
画
が
必
要
で
す
。
相
談
士

が
、
更
に
詳
細
な
住
ま
い
の
耐

震
診
断
を
行
い
、
住
み
や
す
い

間
取
り
・
リ
フ
ォ
ー
ム
と
あ
わ

せ
た
方
法
な
ど
希
望
を
伺
い
な

が
ら
、
で
き
る
限
り
費
用
を
掛

け
な
い
方
法
で
、
補
強
計
画
を

立
て
ま
す
。

◆
ス
テ
ッ
プ
３

　

い
よ
い
よ
補
強
工
事
が
始
ま

り
ま
す
。

耐
震
補
強
工
事
契
約
・
着
工
・

完
成

補
助
金
額
／
１
棟
40
万
円

※
65
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ

る
世
帯
な
ど
は
１
棟
60
万
円

※
押
入
の
壁
や
外
壁
を
中
心
に

耐
力
壁
（
筋
交
い
や
構
造
用
合

板
）
を
設
置
す
る
な
ど
、
施
工

範
囲
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
こ
と
で
、

費
用
を
抑
え
、
な
る
べ
く
生
活

に
支
障
を
来
さ
な
い
耐
震
補
強

工
事
を
行
い
ま
す
。

 

補
強
工
事
に
対
す
る　
　

　
　
　
　
　
　

税
制
特
例

　

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る

と
税
金
の
優
遇
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

所
得
税
／
耐
震
補
強
工
事
の
費

用
か
ら
補
助
金
額
を
控
除
し
た

額
ま
た
は
基
準
額
の
10
㌫
（
限

度
額
20
万
円
）
を
所
得
税
か
ら

控
除
で
き
ま
す
。

※
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

固
定
資
産
税
／
耐
震
補
強
工
事

を
実
施
し
た
翌
年
か
ら
２
年
間
、

固
定
資
産
税
が
半
額
（
１
戸
当

た
り
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相

当
分
ま
で
）
に
な
り
ま
す
。

 

し
ず
お
か
住
宅
ロ
ー
ン　

　
　
　
　
　
　

優
遇
制
度

　

ス
テ
ッ
プ
１
の
耐
震
診
断
で
、

倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
と
診
断

さ
れ
た
住
宅
（
評
点
１
・
０
未

満
）
を
除
去
し
、
建
て
替
え
る

場
合
、
金
利
の
優
遇
・
手
数
料
の

割
り
引
き
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
ロ
ー
ン
の
申
し
込
み
・
相
談

は
、
金
融
機
関
に
お
問
い
合
わ

 

住
宅
建
設
助
成
制
度
も　

　
　
　
　

併
用
で
き
ま
す

　

市
民
が
、
市
内
施
工
業
者
を

利
用
し
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
や
新
築
工
事
を
す
る
場
合

に
、
工
事
経
費
の
10
㌫
（
上
限

１
０
０
万
円
）
を
商
品
券
等
で

助
成
す
る
住
宅
建
設
等
助
成
制

度
と
補
強
工
事
の
補
助
金
は
併

用
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

商
工
観
光
課
☎(

82)

４
６
２
２
、

市
商
工
会
☎(

83)

８
８
２
２
へ

　

予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
か
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
生
命
を
守
る
た
め
、

市
は
国
・
県
と
と
も
に
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
（
東
海
・
倒
壊
）
―

０
（
ゼ
ロ
）」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震

診
断
を
無
料
で
行
い
、
補
強
計
画
の
作
成
と
補
強
工
事
の
費
用
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
震
災
の
影
響
で
多
数
の
人
た
ち
か
ら
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ「
わ
が
家
の
地
震
対
策
」

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
は
…
建
築
住
宅
課
☎(

82)

４
２
２
４

住
宅
建
設
等
助
成
制
度
は
…
商
工
観
光
課
☎(

82)

４
６
２
２

家
庭
内
家
具
等
転
倒
防
止
は
…
危
機
管
理
室
☎(

82)

４
３
７
０

対
象
住
宅
／
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

（
長
屋
・
共
同
住
宅
・
借
家
含
む
）

※
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に

増
改
築
し
た
場
合
、
古
い
部
分

が
残
っ
て
い
れ
ば
対
象
と
な
る
。

電
話
ま
た
は
直
接
建
築
住
宅
課

へ
申
し
込
み

　
　
↓

市
か
ら
申
込
者
へ
案
内
を
郵
送

　
　
↓

相
談
士
か
ら
申
込
者
へ
、
訪
問

日
程
な
ど
の
相
談

　
　
↓

耐
震
診
断

　
　
↓

耐
震
診
断
結
果
の
報
告
・
相
談

 

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
ま
で
の
流
れ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
建
築
住
宅
課 

☎(
82)

４
２
２
４

※
市
の
助
成
制
度
を
利
用
す
る

場
合
は
、
事
前
に
申
請
が
必
要

で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▲昨年の永塚区での防災訓練の様子

　東海地震等の大規模地震が突然発生し、市内で震度
６強の揺れとなることを想定して、市内 59 区の自主
防災会が主体となり、学校やそれぞれの地区のコミセ
ンなどを会場にして、実際に行うべき一連の行動の再
確認などを中心とした防災訓練を実施します。
　なお、中畑南区を市モデル訓練地区として、防災関
係機関との連携による発災対応型訓練を実施します。

危機管理室☎ (82)4370

　東海地震等の大規模地震が突然発生し、市内で震度
６強の揺れとなることを想定して、市内 59 区の自主
防災会が主体となり、学校やそれぞれの地区のコミセ
ンなどを会場にして、実際に行うべき一連の行動の再
確認などを中心とした防災訓練を実施します。
　なお、中畑南区を市モデル訓練地区として、防災関
係機関との連携による発災対応型訓練を実施します。

危機管理室☎ (82)4370

防災減災

日頃から大切です！
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大
き
な
揺
れ
発
生
時
の

　
　
　
　
　
　
　
室
内
の
行
動

　

地
震
で
大
き
い
揺
れ
を
感
じ
た
と

き
は
、
素
早
く
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下

へ
も
ぐ
り
こ
み
身
の
安
全
を
確
保
し

て
く
だ
さ
い
。
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か

ら
火
元
の
始
末
を
し
ま
す
。
揺
れ
て

い
る
間
は
、
や
け
ど
や
怪
我
の
危
険

性
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、日
ご
ろ
か
ら
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー

ブ
の
周
り
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

寝
て
い
た
時
は
、
布
団
や
ま
く
ら

で
頭
部
を
保
護
し
、
家
具
が
倒
れ
て

こ
な
い
と
こ
ろ
で
身
を

ふ
せ
ま
す
。
暗
闇
で
様

子
が
分
か
ら
な
い
の
で

怪
我
防
止
の
た
め
、
懐

中
電
灯
や
ス
リ
ッ
パ
を

枕
元
へ
置
い
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
６
，

４
０
０
人
余
り
の
人
が
犠
牲
に
な
り

ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
家
の

中
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
や

家
族
を
地
震
か
ら
守
る
た
め
に
は
、

耐
震
補
強
や
家
具
の
固
定
な
ど
の
事

前
対
策
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
危
機
管
理
室

☎
（ 

82
）
４
３
７
０

11

vol.334

61

　

こ
こ
御
殿
場
市
立
西
中
学
校
は
、
敷
地

面
積
の
約
３
割
を
森
林
が
占
め
て
い
る
自

然
豊
か
な
学
校
で
す
。
本
校
の
シ
ン
ボ
ル

で
も
あ
る
サ
ル
ビ
ア
は
、
校
内
の
い
た
る

所
に
咲
い
て
お
り
、
毎
年
、
見
る
人
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
サ
ル
ビ
ア
に
ち
な
ん
で
、
体
育

祭
、
文
化
祭
を
、
サ
ル
ビ
ア
祭
体
育
の

部
、
文
化
の
部
と
称
し
、
今
年
も
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
活
躍
し
て
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

今
年
、
西
中
学
校
は
、
創
立
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
８
月
26
日
に
は
、
50
周
年

記
念
式
典
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を

継
承
し
、
新
た
な
伝
統
を
築
い
て
い
く
決

意
を
誓
い
ま
し
た
。
そ
の
決
意
の
一
つ
と

し
て
、
本
校
の
部
活
動
を
さ
ら
に
活
気
あ

ふ
れ
る
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
生
徒
が
主

体
的
に
行
動
し
ま
し
た
。
中
体
連
の
１
カ

月
前
に
は
、
生
徒
た
ち
が
朝
早
く
か
ら
登

校
し
、部
活
動
に
真
剣
に
打
ち
こ
み
ま
し
た
。

　

新
た
な
一
歩
を
歩
み
出
し
た
西
中
学
校

は
、
今
ま
で
の
美
し
い
自
然
、
文
化
、
伝

統
を
継
承
し
、
こ
れ
か
ら
も
発
展
し
て
い

き
ま
す
。

≪リポーター≫

西
中
学
校

　
　
　
　
　
　

御
殿
場
市
中
畑

　
　
　
　
　

 

全
校
生
徒
：
２
６
７
人一

いちのせ

瀬  健太朗くん
          ３年生

　▲校舎に映えるサルビアの花

　私たち御殿場吹奏楽団は、1979 年５月に御殿場高
校吹奏楽部ＯＢ等により「本格的な吹奏楽団を作ろ
う！」と結成され、昨年には創立 30 周年を迎えるこ
とができました。
　団員は、市内のみならず小山・裾野・沼津・富士・
函南・箱根・忍野など富士山周辺の様々な地域から集
まり、サラリーマン・自衛官・主婦・学生など約 40
名が所属。年１回の定期演奏会、吹奏楽のつどいへの
参加、イベント等の依頼演奏など活動しています。
　練習日は毎週月・金曜日の午後６時 30 分から９時
30 分まで、玉穂支所区民ホール・高根団体会館ホール
などで、厳しくかつ楽しく毎回の練習に励んでいます。
　もっと吹奏楽仲間が増えるよう、団員も随時募集中
です。もう一度楽器を手にして一緒に合奏しませんか？
高校生以上の楽器経験者であれば、年齢は問いません。
ブランクのある方も、まずは楽器を持って見学にいら
してくださいませ。
　今回、12 月 23 日㈮に市民会館大ホールで、「第 31
回定期演奏会」を開催します。東日本大震災の復興支
援コンサートとして実施させていただき、収益金の一
部は市を通じて寄付させていただく予定です。皆様の
お越しを団員一同心よりお待ちしています。
※練習場所は日によって異なりますので、御殿場吹奏
楽団ホームページ、または下記へお問い合わせください。
執筆 ／八木雅美　代表／田代博久
☎ 090(3550)3541（楽団専用携帯）、    go_go_gosui@aol.jp

御殿場吹奏楽団
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★
ス
ラ
イ
ム
ス
ラ
イ
ム

　

洗
濯
の
り
を
使
っ
て
、
ポ

ニ
ョ
ポ
ニ
ョ
し
て
感
触
が
気
持

ち
の
い
い
不
思
議
な
塊
「
ス
ラ

イ
ム
」
を
作
り
ま
す
。

★
熱
闘
！
紙
バ
ト
ラ
ー

　

コ
ピ
ー
機
の
読
み
取
り
技
術

を
使
い
、
皆
さ
ん
の
描
い
た
怪

獣
の
強
さ
を
い
ろ
い
ろ
な
見
方

で
解
析
し
、
対
戦
し
ま
す
。
３

回
連
続
し
て

勝
つ
と
「
殿

堂
入
り
」
と

な
り
、
絵
が

張
り
出
さ
れ

ま
す
。

★
入
ろ
う
！　
　
　
　
　

　

で
っ
か
い
シ
ャ
ボ
ン
玉

　

身
近
な
も
の
を
使
っ
て
、

と
っ
て
も
大
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉

を
作
り
ま
す
。
シ
ャ
ボ
ン
玉
の

中
か
ら
、

外
の
世
界

を
の
ぞ
い

て
み
よ
う
。

★
じ
ぶ
ん
で
ハ
ガ
キ
を　

　
　

つ
く
っ
て
み
よ
う
！

　

自
分
で
世
界
に
一
つ
し
か
な

い
ハ
ガ
キ
を
楽
し
く
作
る
こ
と

で
、
き
っ
と
お
も
し
ろ
い
発
見

が
で
き
ま
す
。

★
グ
ラ
ス
ハ
ー
プ

　

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
に
水
を
入
れ

て
、
グ
ラ
ス
の
縁
を
こ
す
っ
て

み
る
と
…
グ
ラ
ス
か
ら
き
れ
い

な
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

★
地
球
を
科
学
し
よ
う

　

地
球
の
周
り
を
回
っ
て
い
る

多
く
の
人
口
衛
星
か
ら
の
デ
ー

タ
を
３
Ｄ
ス
ク
リ
ー
ン
で
見
て

み
よ
う
。

★
ス
ト
ロ
ー
遊
び

　

ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
て
楽
器
や

遊
具
な
ど
を
作
り
、
音
や
遊
び

方
を
楽
し
ん
で
み
よ
う
。

★
ジ
ャ
カ
ジ
ャ
カ
発
熱
・

　
　
　
　
　
　

発
電
実
験

　

砂
を
ジ
ャ
カ
ジ
ャ
カ
ゆ
す
っ

て
熱
く
な
る
こ
と
、
ジ
ャ
カ

ジ
ャ
カ
磁
石
を
ゆ
す
る
と
電
気

が
起
こ
る
こ
と
を
観
察
し
ま
す
。

　「青少年のための科学の祭典」は、身近な科学実験を通して、多くの青少
年に科学の楽しさや面白さを体験してもらうことを目的としたイベントです。
　学校関係、企業、団体などの科学やエネルギーなどにちなんだ約 30 のブー
スを縁日の屋台のように並べ、その場で科学実験や工作が体験できます。
　大人から子どもまで一緒になって楽しむことができます。皆さんもこの機
会に、「科学」に触れてみませんか？

社会教育課☎ (82)4633

日時／ 11 月 26 日㈯　午前 10 時～午後３時 30 分
　　　　　　27 日㈰　午前 10 時～午後３時
会場／市民会館

日時／ 11 月 26 日㈯　午前 10 時～午後３時 30 分
　　　　　　27 日㈰　午前 10 時～午後３時
会場／市民会館

　「青少年のための科学の祭典」は、身近な科学実験を通して、多くの青少
年に科学の楽しさや面白さを体験してもらうことを目的としたイベントです。
　学校関係、企業、団体などの科学やエネルギーなどにちなんだ約 30 のブー
スを縁日の屋台のように並べ、その場で科学実験や工作が体験できます。
　大人から子どもまで一緒になって楽しむことができます。皆さんもこの機
会に、「科学」に触れてみませんか？

社会教育課☎ (82)4633

子どもの好奇心を
高めよう

子どもの好奇心を
高めよう

こ
ん
な
ブ
ー
ス
が
あ
る
よ
！

　

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の

ブ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
！

※タイトル等は変更になる場合があります。

第６回

青少年のための科学の祭典
富士山大会 in ごてんば

第６回

青少年のための科学の祭典
富士山大会 in ごてんば

入場無料！
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市
民
活
動
を
支
援
し
ま
す　
　
　

　

～
市
民
活
動
支
援
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

補
助
金
制
度
に
つ
い
て
～

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
自
発
的
に
行

わ
れ
る
公
益
性
の
あ
る
活
動
に
対
し
て
助

成
を
し
ま
す
。

対
象
／
３
人
以
上
で
、
市
内
に
お
い
て
自

主
的
に
取
り
組
む
市
民
活
動
（
自
治
会
活

動
を
除
く
）

※
１
団
体
に
つ
き
年
度
内
１
回
限
り
と
し
、

同
一
事
業
で
の
申
請
は
１
回
限
り
で
す
。

補
助
金
額
／
事
業
に
要
す
る
経
費
の
10
分

の
10
以
内
の
額
（
満
額
）
で
上
限
３
万
円

手
続
き
／
申
請
書
を
事
業
実
施
前
に
市
民

協
働
課
へ
提
出
し
、
決
定
通
知
を
受
け
た

後
に
事
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
終
了
後
、
報
告
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
民
協
働
課

☎(

82)

４
３
０
８

　

 

「
多
重
債
務
者
相
談
会
」
開
催

　

「
県
内
一
斉
多
重
債
務
者
相
談
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
事
業
と
し
て
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
６
日

（火）　

午
後
３
時
～
７
時

（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
ま
で
）

場
所
／
市
役
所
１
階　

市
民
相
談
室

定
員
／
８
人
（
予
約
制
・
先
着
順
）

内
容
／
債
務
整
理
や
生
活
再
建
相
談
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
21
日

（月）

午
前
８
時
30
分
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
く
ら
し
の
安
全
課
☎(

82)

８
４
０
０
へ

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

 

～
守
る
の
は　

気
付
い
た
あ
な
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
勇
気
～

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
も
、
市
や
児
童
相
談
所
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

小
さ
な
情
報
が
、
子
ど
も
の
命
を
救
う

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

※
情
報
提
供
し
た
事
実
が
口
外
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
子
育
て
支
援
課
☎(

82)

４
１
２
４
、
東
部
児
童
相
談
所
☎
０
５
５

（
９
２
０
）
２
０
８
５
、
御
殿
場
警
察
署

☎(

84)

０
１
１
０

地域コミュニティ活動用備品を   
　　　　　　　　 貸し出します

　区などの地域コミュニティ組織の活動に使用できる、

プロジェクター等の備品を貸し出します。

≪貸出品≫

≪申込方法≫

　市民交流センター「ふじざくら」内の御殿場市民活動

支援センターにて、団体名、代表者、使用日等必要事項

を記入し、使用者の責任のもと、使用・返却をして下さ

い。使用期間は、５日以内です。

≪問い合わせ≫

御殿場市民活動支援センター☎ (70)6820、

市民協働課☎ (82)4308

※この備品は、（財）自治総合センターの「コミュニティ

　助成事業（宝くじ社会貢献普及広報事業）」助成を受

　けて整備を行いました。

お
知
ら
せ

プロジェクター・スクリーン

（レーザーポインター付き）
２セット

ワイヤレスマイクセット（マイク２本） ２台

展示用パネル 20 枚

アルミテント（６坪用） ２張

▲プロジェクター・スクリーン

▲アルミテント（６坪用）

◀
展
示
用
パ
ネ
ル

▲ワイヤレスマイクセット

平成 24 年成人式開催

日時／平成 24 年１月 8 日（日）　午前 11 時 30 分～

　　　正午（午前 11 時開場）

会場／市民会館　大ホール

対象／平成 3 年４月２日から平成 4 年４月１日まで

に生まれた人

※市内出身で、市外に住民登録を異動している人でも、

希望すれば式典に出席できます。

申し込み・問い合わせ／ 11 月 30 日（水）までに、電

話またはファクスで、新成人氏名・生年月日・性別・

世帯主氏名・電話番号・市内連絡先（市内に両親等在

住の人）・案内状送付先を、社会教育課☎ (82)0339、

℻ (81)0370 へ

※市内に住民登録がある人は、申し込みの必要はあり

　ません。

　富士山樹空の森で、第10回よさこい御殿場、わらじ競争、
来園者 25万人達成記念式典が開催されました。
　第 10回よさこい御殿場は、台風の影響で 1カ月延期に
なっていたこともあり、開催を待ちわびた市民や市内外から
駆け付けた約１万人の観客で大盛り上がりとなりました。
　わらじ競争では、個性豊かなコスチュームの選手たちが
わらじの重さに苦戦しながらも見事な走りを見せました。
　また、この日富士山樹空の森は来園者が 25万人を突破
しました。25万人目の来園者となった杉山泉さん（竃）は、
「思いがけないことに驚いたが、家族みんなで来て良い思

い出になった」と笑顔で答えてくれました。

　ふじざくらふれあいまつりが市民交流センター「ふじ
ざくら」で開催されました。
　まつりでは、講演会・パネル展・タイルで雑貨作りな
ど様々な催しが行われました。
　「親子飾り巻き寿司づくり体験」では、
切り口がかえるやアニメのキャラクター
の絵になる巻き寿司を作り、でき上がり
を見て皆一様に「かわいい！」と大好評
でした。
　併せて、焼き芋会も行われ、ホクホクの
焼き芋に多くの人たちが舌鼓を打ちました。

10/9　食欲の秋を目で舌で満喫

10/8  秋まつり、にぎやかに華やかに

10/16　祝  市子連発足 50 周年
　市子連 50周年記念大会が、市民会館で開催されました。
　当日は、記念式典に先立ち、子ども会まつりが開かれるとと

もに、新橋浅間神社から市民会館までを子ど
もたちがパレード。横断幕を持った子どもを
先頭に、県警音楽隊が華を添えながら練り歩
きました。
　式典では、優秀子ども会の表彰や、協力団
体、個人への感謝状贈呈が行われ、更なる飛
躍を期する決意表明が行われました。

▲表彰された優秀子ども会の代表者

▲

印
野
小
の
子
ど
も
た
ち
も
大
人
顔
負
け
の
踊
り

▲

約
10
キ
ロ
の
巨
大
わ
ら
じ
を
引
き
、
走
る

　
選
手
た
ち
。
上
り
坂
で
は
大
苦
戦

▲ 

25
万
人
目
と
な
っ
た
杉
山
さ
ん
一
家

◀楽しそうにあつあつの焼き芋をほおばる子どもたち

▲ 

巻
き
寿
司
の
で
き
上
が
り
を
見
て
満
足
そ
う
な
親
子

▶
県
警
音
楽
隊
と
と
も
に
練
り
歩
く
子
ど
も
た
ち

12
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防
衛
省
採
用
試
験
案
内

　

左
記
の
と
お
り
防
衛
省
採
用
試
験
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本

部
沼
津
地
域
事
務
所
☎
０
５
５
（
９
１
６
）

０
６
０
５
、
市
総
務
課
☎(

82)

４
３
２
０

　

日に

ほ

ん本
翰か

ん
ぼ
く
か
い

墨
会
・
御
殿
場
教
室　
　

　
　
　
　
　
　

水
墨
画
作
品
展
開
催

　

作
品
展
示
に
あ
わ
せ
て
中
国
水
墨
作
家
、

呉ご

　

い

っ

き

一
騏
先
生
に
よ
る
水
墨
画
の
体
験
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
19
日

（土）
～
23
日

（水）　

午
後
１

時
～
４
時

会
場
／
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
Ｂ
Ｅ
‐
Ｏ
Ｎ
Ｅ

３
階　

※
駐
車
場
は
駅
前
の
二
葉
駐
車
場
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
（
来
場
者
に
は
無
料
駐
車

券
を
お
渡
し
し
ま
す
）
。

入
場
料
／
無
料

問
い
合
わ
せ
／
髙
山
☎(

82)

５
０
１
３

　

 

秩
父
宮
記
念
公
園　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

四
季
の
コ
ン
サ
ー
ト　

冬

　

 

「
２
０
１
１
上
原
淳
子　
　
　
　

　
　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

～
人
生
は
、
美
し
い
～
」
開
催

日
時
／
12
月
10
日

（土）　

午
後
６
時
～

会
場
／
秩
父
宮
記
念
公
園　

室
内
特
設
会
場

内
容
／
市
内
在
住
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
、

上
原
淳
子
さ
ん
と
、
上
原
淳
子
さ
ん
が
開

催
す
る
教
室
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

参
加
料
／
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
２
、
０
０
０
円

（
入
場
料
・
駐
車
料
・
税
込
み
）

※
販
売
枚
数
は
１
０
０
枚
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
チ
ケ
ッ
ト
購
入
を
希
望
す

る
人
は
直
接
、
秩
父
宮
記
念
公
園

☎(

82)

５
１
２
９
へ

　

 

第
12
回
う
き
う
き
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

開
催
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

◎
う
き
う
き
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時
／
12
月
４
日

（日）　

午
後
２
時
～
４
時

30
分

受
付
時
間
／
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」
交
流
ホ
ー
ル

内
容
／
ホ
ッ
ト
☆
ラ
ン
タ
（
バ
ン
ド
）、

ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
演
奏
）、
か
が
や
き
っ
子
ク
ラ
ブ
（
よ

さ
こ
い
）
な
ど
出
演

対
象
／
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も

※
車
い
す
の
人
は
ス
タ
ッ
フ
が
お
手
伝
い

し
ま
す
。

※
会
場
へ
の
移
動
が
難
し
い
障
が
い
を
お

持
ち
の
人
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

参
加
料
／
中
学
生
以
上
…
５
０
０
円
、
３

歳
～
小
学
生
…
２
０
０
円
（
前
売
り
券
）

※
２
歳
以
下
は
無
料
で
す
。

※
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
お
菓
子
付
き
で
す
。

※
当
日
券
も
あ
り
ま
す
が
、
お
菓
子
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

内
容
／
会
場
内
の
飾
り
付
け
等

対
象
／
中
学
生
以
上

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
共
通
事
項

》

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
前
売
り
券
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
し
込
み
は
前
日
ま
で

に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
輪
来
（
り

ん
く
）
森
田
☎(

83)

６
０
９
７
ま
た
は
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く
ら
」
総

合
案
内
☎(

70)

６
８
０
０
へ

15

試
　
験

区分 資格 受付期間 試験日

貸費学生 技術

大学の理学部、工学部の３・
４年次または大学院修士課
程在学（正規の修業年限を
終わる年の４月１日現在で
２６歳未満の者）
※大学院修士課程在学者は
２８歳未満。

12 月１日㈭～
  平成 24 年 1 月 13 日㈮

平成 24 年
２月４日㈯

≪防衛省採用試験≫

市
民
伝
言
版

　

　

12
月
の
胃
が
ん
検
診
日
程

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
10
時

負
担
金
／
８
０
０
円
（
学
年
齢
で
70
歳
以

上
の
人
は
無
料
）

持
ち
物
／
送
付
さ
れ
た
受
診
票

※
検
査
前
夜
の
食
事
は
、
午
後
８
時
ま
で

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
検
査
当
日
の
飲
食
や
喫
煙
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
健
康
推
進
課
☎(

82)

１
１
１
１

　

 

高
齢
者
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

◎
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、
肺
炎
の

発
病
・
重
症
化
防
止
を
目
的
と
し
て
、
平

成
22
年
9
月
か
ら
通
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
70
歳
以
上
の
人

※
過
去
5
年
以
内
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
ま
た
は
、

既
に
公
費
負
担
で
1
回
接
種
し
た
こ
と
が

あ
る
人
を
除
く
。

※
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
申
請

が
必
要
と
な
る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

期
日
／
12
月
28
日

（水）
ま
で

対
象
／
65
歳
以
上
の
人
ま
た
は
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
ま
た
は
呼
吸

器
の
機
能
に
障
害
が
あ
る
人

※
対
象
者
に
は
、
す
で
に
個
人
通
知
し
て

い
ま
す
。
接
種
を
希
望
す

る
人
は
、
実
施
医
療
機
関

へ
直
接
予
約
し
て
受
け
て

く
だ
さ
い
。

《
共
通
事
項

》

問
い
合
わ
せ
／
健
康
推
進
課
☎(

82)

１
１
１
１

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
養
育
費
・

　

就
業
セ
ミ
ナ
ー
及
び
相
談
会
東
部

　
　
　
　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

日
時
／
12
月
4
日

（日）　

①
午
前
10
時
～
正
午

②
午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

会
場
／
沼
津
労
政
会
館　

第
3
会
議
室

（
沼
津
市
高
島
本
町
）

内
容
／
①
子
ど
も
が
養
育
費
を
受
け
取
る

た
め
に　

②
好
感
を
持
た
れ
る
面
接
マ
ナ
ー

対
象
／
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

募
集
人
数
／
各
20
人

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
、
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
同
会
場
で
法
律
・
生
活
・
就
業

の
個
別
相
談
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
子
育
て
支
援
課
☎(

82)

４
１
２
４
、
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
４
（
２
５
４
）

１
１
９
１

14

☎（82）4127
HP  http://city.gotemba.shizuoka.jp/

募
　
集

健
　
康

実施日 会場 実施日 会場
12 月
1 日㈭ 上小林公民館

12日㈪
13日㈫ 市役所高根支所

2日㈮ 清後公民館

5日㈪ 六日市場公民館

14日㈬
16日㈮ 保健センター6日㈫

7日㈬
8日㈭
9日㈮

保健センター

≪ 12月胃がん検診日≫

読み聞かせ学習会「絵本を読む　

　　　　　  よろこび」参加者募集

　読み聞かせを行っている人はもちろん、

これから読み聞かせをやってみたいとい

う人も、ぜひ参加してください。

日時／ 11 月 25 日（金）　午後１時 30 分

　　　～３時 30 分

会場／図書館　２階会議室

内容／「御殿場市図書館ボランティアの

会」を講師に行う、読み聞かせボランティ

アについての学習会

対象／絵本の読み聞かせに興味のある人

募集／ 50 人（先着順） 

参加料／無料

申し込み・問い合わせ／ 11 月 15 日（火）

から直接または電話で、図書館

☎ (82)0391 へ

有
料
広
告
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名　称 実施日 … 対象（誕生日） 受付時間 持　ち　物
●赤ちゃんセミナー
（平成 23年８月生まれ）

２日㈮
13日㈫

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 00分
～１時 20分 母子健康手帳

●６カ月児健康診査
（平成 23年５月生まれ）

１日㈭
14日㈬

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 15分
～２時 00分 母子健康手帳、アンケート

●１歳６カ月児健康診査
（平成 22年５月生まれ）

６日㈫
20日㈫

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 15分
～２時 00分 母子健康手帳、アンケート

●２歳児健康相談
（平成21年11月生まれ）
★歯みがき指導

13日㈫… 生まれた日による
区分はありません

午前９時 30分
～ 10時 30分 母子健康手帳、歯ブラシ、タオル

●３歳児健康診査
（平成20年11月生まれ）

７日㈬
21日㈬

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 15分
～２時 00分

母子健康手帳、３歳児健康診査アン
ケート、尿

●定期予防接種（ＢＣＧ）
（平成 23年生まれ）

５日㈪
16日㈮

…
…
８月 16日～末日生まれ
９月１日～ 15日生まれ

午後１時 30分
～１時 50分

母子健康手帳、予診票
※左記の対象者の他、生後６カ月未
満の未接種者も接種できます。

　　　保健センター健康相談
※会場はいずれも保健センターです。
●乳幼児健康相談　予約不要
　乳幼児の身体測定、育児・栄養相談などに応じます。
期日／ 12月 19日㈪　受付時間／午前 9時 15分～ 10時 15分
※込み合いますので、０歳児は早めにお越しください。
●成人健康相談　
期日／ 12月 12日㈪　受付時間／午後１時 30分～ 2時 30分
内容／生活習慣病予防に関する健康・栄養相談、骨密度
測定、健診結果の見方などに保健師・栄養士が応じます。
申し込み／事前に電話または直接、健康推進課へ

　　　プレママ学級（妊婦教室）  　

日時／ 12月 16日㈮　午後１時 10分～３時 30分
会場／保健センター
内容／分娩の経過と呼吸法、妊婦体操（実習）
持ち物／母子健康手帳、麦茶・水など、筆記用具
※動きやすい服装でお越しください。

●エイズ検査、肝炎検査　電話予約制・匿名
※当月のみクラミジア検査ができます。
日時／ 12月 1日㈭　午前９時 30分～ 11時 30分
申し込み・問い合わせ／医療健康課☎（82）1224
●精神保健福祉総合相談　電話予約制
日時／ 12月 20日㈫　午後１時 30分～３時 30分
内容／精神障がい者の適正医療、社会復帰・ノイローゼ
などに関する相談
申し込み・問い合わせ／福祉課☎（82）1222
●御殿場断酒会
日時／ 12 月４日㈰・９日㈮・17日㈯・25日㈰
午後７時～９時
会場／市民交流センター「ふじざくら」
問い合わせ／断酒会　小澤☎ (83)9520
※初めての人は、事前にご連絡ください。
●食品衛生相談
日時／毎週月曜日　午前９時～正午、午後１時～４時
問い合わせ／衛生薬務課☎（82）1223

会場／保健センター　★印は、健康相談と同時に実施します。
※健診の問い合わせは、当日の午前中までに健康推進課へ

12 月の健康診査・予防接種
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こ
こ
ろ
の
疾
病
に
関
す
る
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催

日
時
／
11
月
19
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」　

大
広
間

内
容
／
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
院

長
の
平
田
豊
明
氏
を
講
師
に
行
う
、
「
こ

こ
ろ
の
疾
病
と
は
何
故
発
症
し
、
そ
の
予

防
と
治
療
は
…
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

対
象
／
精
神
障
が
い
者
と
そ
の
家
族
、
関
係

職
員
、
こ
こ
ろ
の
疾
病
に
関
心
の
あ
る
市
民

問
い
合
わ
せ
／
御
殿
場
・
小
山
地
区
精
神

保
健
福
祉
会
☎(

82)

１
１
６
４
へ

　

エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場
各
種
募
集

◎
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

日
時
／
11
月
29
日

（火）　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

内
容
／
ク
エ
ン
酸
・
重
曹
な
ど
を
使
っ
た
、

人
に
も
地
球
に
も
優
し
い
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

バ
ス
ボ
ム
作
り

参
加
料
／
１
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
期
限
／
11
月
25
日

（金）
ま
で

◎
エ
コ
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
／
12
月
２
日

（金）　

午
前
９
時
30
分
～

内
容
／
地
球
に
や
さ
し
く
、
節
電
で
き
て

簡
単
な
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
を
作
る

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん

参
加
料
／
３
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
期
限
／
11
月
30
日

（水）
ま
で

《
共
通
事
項

》

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」　

調
理
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
エ
コ
ハ
ウ
ス

御
殿
場
☎
・
℻(

88)

３
３
３
７

　

 ecogoten@
isis.ocn.ne.jp

　

御
殿
場
市
の
犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を

　

め
ざ
す
「
G
Ｏ
！
保
護
犬
G
Ｏ
」

　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
犬
の
一
時
預
か
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

ご
家
庭
で
一
時
預
か
り
を
し
て
い
た
だ

け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

預
か
り
期
間
／
1
カ
月
～
３
カ
月

※
犬
種
は
選
べ
ま
せ
ん
が
、
元
気
の
良
い

子
、
大
人
し
い
子
な
ど
あ
る
程
度
条
件
に

合
っ
た
子
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
ケ
ー
ジ
は
無
料
で
貸
し
出
し
、
医
療
費

は
当
方
で
負
担
し
ま
す
。

◎
譲
渡
会
開
催

日
時
／
11
月
26
日

（土）
・
12
月
10
日

（土）
・
12

月
24
日

（土）　

午
後
１
時
～
２
時
（
雨
天
中

止
・
予
告
な
く
変
更
の
場
合
あ
り
）

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

芝
生
広
場
（
12
月
開
催
の
会
場
は
未
定
）

※
詳
細
は
、
チ
ラ
シ
で
告
知
し
ま
す
。

内
容
／
犬
の
譲
渡
会

※
当
日
の
お
引
渡
し
は
い
た
し
ま
せ
ん
。   

本
譲
渡
ま
で
は
、
ご
自
宅
の
環
境
調
査
、

面
会
、
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
（
２
週
間
）
が

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
飼
育
条
件
等
に
よ

り
、
お
断
り
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

※
生
体
は
無
料
で
す
が
、
譲
渡
費
用
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
支
援
物
資
募
集

募
集
す
る
物
資
／
犬
猫
用
ウ
ェ
ッ
ト
フ
ー

ド
・
お
風
呂
の
洗
い
場
用
マ
ッ
ト
・
犬
用

お
や
つ
・
ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ
・ 

毛
糸
（
新
品
）・ 

書
き
損
じ
た
ハ
ガ
キ
・
犬
猫
用
薬　

等

※
支
援
物
資
は
、
譲
渡
会
会
場
に
お
持
ち
い

た
だ
く
か
、
宅
配
便
等
に
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
Ｇ
Ｏ
!
保
護
犬
Ｇ
Ｏ

　

 go.rescued.dogs@
gm
ail.com

　

公
開
講
座
「
タ
バ
コ
と
肺
・
心
臓
・

　

脳
の
病
気
と
の
つ
な
が
り
～
理
学  

　

療
法
に
よ
る
治
療
と
予
防
～
」
開
催

日
時
／
11
月
27
日

（日）　

午
後
０
時
30
分
～

４
時
20
分

会
場
／
裾
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
裾

野
市
深
良
）

内
容
／
県
理
学
療
法
士
会
に
よ
る
、
タ
バ

コ
に
関
す
る
健
康
被
害
や
そ
の
予
防
法
・

治
療
法
の
紹
介
な
ど
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、

個
別
の
リ
ハ
ビ
リ
相
談
コ
ー
ナ
ー

入
場
料
／
無
料

問
い
合
わ
せ
／
三
島
社
会
保
険
病
院
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　

石
月

☎
０
５
５
（
９
７
５
）
３
０
３
１

　

年
末
調
整
・
青
色
申
告
決
算
等　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
明
会
開
催

　

沼
津
税
務
署
で
は
、
平
成
23
年
分
所
得

税
の
年
末
調
整
・
青
色
申
告
決
算
等
説
明

会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
18
日

（金）

○
年
末
調
整
…
午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会
…
午
後
３
時

５
分
～
４
時

会
場
／
市
民
会
館　

小
ホ
ー
ル

持
ち
物
／
事
前
に
送
付
さ
れ
た
関
係
書
類

問
い
合
わ
せ
／
沼
津
税
務
署
☎
０
５
５

（
９
２
２
）
１
５
６
０

　…Ｅメール



【材料】
《土台》グラハムクラッカー（５cm程度のもの
20枚くらい）、マーガリン大さじ２杯
《ヨーグルトクリーム》粉ゼラチン 10g、生クリー
ム 200㏄、砂糖 50 ～ 100g、プレーンヨーグル
ト 1カップ、ラムレーズン少々

【作り方】
①クラッカーをポリ袋に入れて砕き、マーガリン
　を入れてしとらせる。

②器（ケーキの型でも、タッパーでもよい）に、
　器より大きめにラップを敷く。その上に、①を
　置き、スプーンの背で均等に敷く。
③ゼラチンを同量の水でしとらせ、湯せんにかけ
　て溶かす。
④生クリームに砂糖を入れ、泡立て器で 200 回
　くらいかき混ぜる。そこへ、ヨーグルト、ゼラ
　チン、ラムレーズンを加えて混ぜ、ラップを敷
　いた型へ流し込む。
⑤冷蔵庫に入れ、ヨーグルトクリームが固まった
　らできあがり。

ヨーグルトケーキ

佐藤　春枝さん
（中畑西）

　ヨーグルトを使った手軽

に作れるケーキです。

　季節の果物で色々と試し

てみてください。

Vol.357

勝間田　芽
めい

ちゃん（左） （１歳２カ月）

父・健一さん／母・ゆみ子さん（保土沢）

　舞お姉ちゃんを手こずらせるほどのおてんば

娘。２人のおかげで我が家は笑顔がいっぱいです。

服部　心
こ こ

葉
は

ちゃん(左)・月
つ き

葉
は

ちゃん(右)(２歳９カ月)

父・裕
や す

智
の り

さん／母・美和さん（富士見原）

　比奈お姉ちゃん、楊平お兄ちゃんといつも喧嘩

ばっかり。でも、４人一緒が１番だよね♪　　

●
発
行　

御
殿
場
市　

〒
４
１
２-

８
６
０
１　

静
岡
県
御
殿
場
市
萩
原
４
８
３　

☎
（

83
）

１
２
１
２
㈹

毎
月
５
日
、
20
日
発
行
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

平
成
23
年
11
月
７
日
号

広
報
ご
て
ん
ば

●
編
集　

企
画
部
秘
書
広
報
課　

☎
（

82
）

４
１
２
７　

●
印
刷　

㈱
御
殿
場
印
刷
所

この広報紙は、再生紙を使用しています。

障がいのある人のための、カセットテープと点字による「広報ごてんば」もあります。問い合わせ／社会福祉課☎（82）4238

10 月１日現在
（外国人登録を含む）

合　計　90,270 人（前月比△ 140 人）男 46,224 人　女 44,046 人
世帯数　34,954 世帯（前月比△ 131 世帯）


